
必要な人々に
必要な支援を

軍事侵攻を逃れイラクへ。
流入続くシリア難民に緊急支援を。

ピースウィンズ・ニュース

ご注文は、 https://pwshop.ocnk.net/
同封のご注文用紙または

TEL03-5738-8021　FAX03-3465-2112から
オンラインショップでご注文いただけます。

皆様のご来店をスタッフ一同お待ちしております。

※ピースウィンズ・ショップの収益はPWJの支援活動に活用されます。

春を先取り！カラフルな
お花のラベルのコーヒーを販売致します。

まだまだ風は冷たく、寒い日が続
いていますが…春までもう少し！
街を歩くと木々の芽のふくらみも
感じられる今日この頃ですね。
　ピースウィンズ・ショップでは、
明るい色調のお花をアレンジして
春の到来の喜びを全面に表現した、
ピースコーヒー「春が来た！」ラ
ベルのレギュラーコーヒーとド
リップバッグ３Pセットを期間限
定で販売いたします。春は別れと
出会いの季節。お別れ時のお礼や、
初めて出会う方へのご挨拶にぜひ、
「春が来た！」ピースコーヒーを
ご利用ください。

チョコレートｷﾞﾌﾄシーズン続行中！
各種チョコレートが好評です。
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支援者のみなさまへ
　いつも PWJ の活動にご支援を賜り、深く感謝申し上げます。

　オリンピックイヤーの 2020 年、PWJ は設立 25 期目を迎えま
す。昨年も、災害被災地や紛争地での人道支援の他、犬の保護・譲
渡活動や佐賀県の伝統工芸支援などの活動を続けました。
　これらの活動に加え PWJ は今年、災害発生時に迅速な対応が
可能なように、医療・レスキュー・広報・バックオフィスを含め
たチームの体制を強化しています。引き続き、変わらぬご理解と
ご支援をよろしくお願い申し上げます。

ーイラクにおける難民支援事業の現場からー

　緊張が続いている中東情勢。2019年10月のトルコによるシリア北東部軍事侵攻により避難を余儀なくされたシリアの人びと
が、難民となってイラク北部に渡っています。その数は、２０２０年1月16日までに、19,500人以上にのぼりました（国際移住
機関：IOM）。子どもやお年寄り、けがや病気のある家族を支えながら、命からがら国境を渡った人びとには、住む場所や厳し
い冬を乗り越えるための服や家財がありません。
　私たちは、命を守るために逃げてきたシリア難民に何ができるのでしょうか。ピースウィンズ・ジャパン（PWJ）の答えは、
まず安心できる生活環境を整備することでした。
　PWJは1996年の設立以来、イラクで長年培ってきた緊急支援のノウハウを最大限に活用し、新規シリア難民発生直後より関
係諸機関と調整を行い、国境沿いでの簡易バルーンテントの設置を行いました。さらに、新規シリア難民受け入れキャンプで
あるバルダラシュ難民キャンプ、ガウィラン難民キャンプで、サイト整備や緊急簡易テント設置作業を昼夜問わず実施、両
キャンプで合計3,111世帯分のテントを設置しました。
　今年1月には、キャンプで生活する世帯にキッチンの設置も開始しました。
食べることで生きる活力を得ること、食文化にあった食事をとれること、家族
で食卓を囲めることは、どの国の人にとっても大切なことではないでしょうか。

キャンプに入った家族に話を聞きました。「シリアのカミシュリの自宅では、
すぐ近くで爆撃音が響き、夜も眠れなかった。仕事も自宅も全て手放し、妻と
子ども二人で命からがらなんとか国境まで逃れてきた。明日は、母と妹も到着
する予定。何か仕事がないだろうか。」
　別の男性はこう語ってくれました。「3人の子どもたちの安全を守るために
逃げて来ました。これからどうしたいか？シリアの状況が安全になるかわから
ないので、決められません。子どもたちが、こんな状況でも、元気にしている
ので助かっています。」
　人びとが元気と笑顔を取り戻し、今後も安心して過ごせる環境を支えたい―
―。キャンプで協力し合って前向きに生きようとする姿から、よりよい支援を
届け     るためのパワーをもらいながら、PWJは、新規シリア難民の人びとが尊厳
のある生活を送ることができる環境づくりを目指します。
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緊急災害支援プロジ
ェクト

「ARROWS」（空
飛ぶ捜索医療団）始

動

　毎年大変ご好評のチョコレート、在庫わずかと
なってまいりましたが、今ならまだご購入頂けま
す!　バレンタインデー、そしてホワイトデーと
チョコレートを贈ったり、贈られたりすることが多
いこの季節にピースウィンズ・ショップのフェアト
レードチョコレートはいかがでしょうか。
フェアトレードチョコレートは贈られた人のココ
ロを満たすだけでなく、カカオ産地の人たちもハッ
ピーにします。期間限定のピースコーヒーハートラ
ベルとチョコの組み合わせもステキですね。バレン
タインデーやホワイトデーは他の誰かと「愛を分か
ち合う」日。ぜひ、一人でも多くの誰かと「愛」と
「ハッピー」を分かち合いましょう！

　PWJは、世界でも有数の災害大国・日本において被災
地にいち早く駆けつけ、救助・救命活動を行うため
に、医療を軸とした緊急災害支援プロジェクト
「ARROWS」（空飛ぶ捜索医療団）を始動しました。

ヘリコプターなどの航空機を活用し、災害救助犬や
救助チームも伴って被災地に赴きます。
　また、自治体、病院、NPO、さらに米軍などとも連携
を図り、医療・レスキューから物資配布や避難所運営
まで、必要な支援を最適な形で届けます。災害大国・
日本において、あらゆる力を集結し、一人でも多く、一
秒でも早く、命を救う取り組み。それがARROWSです。

活動内容はFacebookから！




